
ユネスコ主催。
ユネスコ加盟国・準加盟地域のスポーツ担当大臣及び高級実務者等が集まり、スポーツにおける国際的重要課題について議論、
実行指向型の提言を出す会議。
2017年７月に第６回会合（MINEPSⅥ）がロシア・カザンにおいて開催され、成果文書として「カザン行動計画」(Kazan 
Action Plan)が策定された。

ユネスコ体育・スポーツ担当大臣等国際会議（MINEPS）

３つのメインポリシー
Ⅰ.万人のためのスポーツへのアクセ

スに関する包括的な構想の展開
I.1 持続可能な開発政策との関連
I.2 多様な関係者のパートナーシップ構築
I.3 質の良い体育及び活発な学校の促進
I.4 研究に基づいた根拠と高等教育の強化
I.5 スポーツ界のジェンダー平等／女性の地

位向上
I.6 意思決定における若年世代の包括の促進
I.7 万人のスポーツへの参加の促進

Ⅱ.持続可能な開発と平和に対するスポーツによ
る貢献の最大化

II.1 万人の健康及び健全性の向上
II.2 包括的・安全・快活・持続可能な市街地の実現
II.3 質の良い教育の提供、万人への生涯学習の促進及び

スポーツを通じた能力開発
II.4 平和的・包括的・公平な社会の構築
II.5 万人への経済成長、完全かつ生産的な雇用及び仕事

の提供
II.6 社会的ジェンダー平等の促進並びに女性の地位向上
II.7 持続可能な消費・生産の型の確保、気候変動対応の

緊急対策
II.8 効率的・説明可能・包括的な施設の構築

Ⅲ.スポーツ・インテグリティ
の保護

III.1 参加アスリート、観客、労働
者等の保護

III.2 子供、若者、社会的弱者の保
護

III.3 スポーツ団体のグッドカバナ
ンスの促進

III.4 スポーツ競技会の不正への対
応の強化

III.5 適切なアンチ・ドーピング政
策的フレームワーク及び効果
的コンプライアンス測定の保
証

５つのアクション

スポーツに対する投資について証
拠に基づいた議論を提示するため
の意見ツールの制作

持続可能な開発目標（SDGs）及
びターゲットへのスポーツの貢献
を測定するための共通指標の開発

スポーツ大臣介入によるスポーツ・
インテグリティ分野の国際指針の策
定（スポーツにおけるドーピング防
止の国際規約との関係付）

女性スポーツ、体育等のための
国際モニタリング機関の設置に
関する実現可能性の研究

MINEPS VIにおいて発展したスポー
ツ政策フォローアップフレームワーク
に関する情報共有ツールの開発

カザン行動計画概要

国際的な潮流 MINEPS・Ⅵ「カザン行動計画」
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本文
第11項 スポーツを通じたジェンダーの平等と女性のエンパワーメントは国内外のスポーツ政策における重点要素であり、グッドカ

バナンスとスポーツによる持続可能な開発と平和に対する貢献を最大化するために重要である。

カザン行動計画の構成（３つのテーマと20の政策分野）に含む女性スポーツ部分
テーマ１

万人のためのスポーツへのアクセスに関する包括的な構想の展開
テーマ２

持続可能な開発と平和に向けたスポーツの貢献の最大化

1.5
スポーツ界におけるジェンダー平等の実行／女性の地位の向上
「世界人権宣言」、「女子のあらゆる形態の差別撤廃に関する条
約」、「教育差別禁止条約」は様々な項目の中で全てのメンバー国
に社会におけるあらゆる活動や政策立案に関わるポジションの平等
な権利を規定している。スポーツはジェンダー平等や女性の地位向
上を推進するための強力な役割を果たし、女性だけでなくその他の
ジェンダーグループの人生の選択肢を制限する不平等な構造に対し
ても変革の挑戦をすることができる。（ジェンダー平等とは、ス
ポーツ参加率、指導者、教育、マネジメント、役員など様々なレベ
ルの活動を含む。）

2.6
社会的ジェンダー平等の促進並び女性の地位の向上

スポーツは社会のジェンダー規範を反映させる。女性は男性より運
動実施率が低く、スポーツ界における女性役員も著しく少ない。女
性スポーツへの先行投資、政策、戦略は実施率と役員比率の不平等
を表面化させることができる。（持続可能な開発目標（以下
「SDGs」とする。）目標 5.1, 5.5, 5.c）。女性の積極的な役員登用
は社会発展に多大な影響を与える。また。良きスポーツプログラム
は女性に対して安全な運動スペースを提供し、女性のリーダーシッ
プを促進し、女性を尊重する社会の態度を促す。スポーツ界におけ
る女性に対するすべての暴力の削減は幅広い持続可能な開発目標
（SDGs)の達成に貢献することもできる。

カザン行動計画の実行の枠組み（５つのアクション）に含む女性スポーツ部分
アクション４．女性・スポーツ・体育・身体活動のための国際モニタリング機関の設置に関する実現可能性の研究の実施

＜目的＞
1. スポーツ政策と行動計画のジュエンダーの主流化のための能力開発
2. 女性とスポーツに関する議論の促進と認識向上
3. 持続可能な開発目標５のスポーツに関する進捗のモニタリングと評価
4. スポーツ行政団体とスポーツ団体における女性役員の増加
5. 女性のスポーツ参加に影響を与えるあらゆる暴力の認識向上、議論の促進、

暴力からの保護及び治療の向上
6. 女性とスポーツに関するメディア表現の認識向上
7. 施設の利便性向上を含む女性のスポーツ参加を促す資金の拡大
8. 女性とスポーツに関連する研究活動

＜主な活動＞

1. 国際的、地域的、及び国内の関係団体のマッピング
2. 主要なオーディエンスと目的の確定
3. 主要な中央システムと地域システムの確定
4. 主要な資格と能力の確定
5. 内部組織の確定
6. 資金を含めたリソースと法的な手続の確定
7. 実行スケジュールの作成

＜潜在的な主要パートナー＞
国連ウィメン（UN Women)、国際女性スポーツワーキンググループ（IWG）、国際オリンピック委員会（IOC）、国際パラリンピック委員会（IPC）、国際大
学スポーツ連盟（FISU）、メディア、政府系団体、研究者、企業、その他のスポーツ団体

MINEPS VI カザン行動計画（女性スポーツ部分抜粋）



2013年日ASEAN友好協力40周年記念として開催された特別首脳会議の成果（日ASEAN友好協力に関するビジョン・ステートメント）を踏まえて
スポーツ分野における日本とASEAN諸国との関係強化を図ることを目的として設置。

2017年10月に第１回「日ASEANスポーツ大臣会合」が開催され、ホスト国であるミャンマー政府と日本政府が共同議長国となった。
本会合の成果文書としての「共同声明」において、ASEAN事務局から提案された「ASEANにおける女性のスポーツ実施率向上に関するコンセプ
トノート」も集約された。尚、本会合はMINEPS VIの地域レベルでのフォローアップとしての役割も果たしている。

日ASEANスポーツ大臣会合

ASEANにおける女性のスポーツ実施率向上に関するコンセプトノート概要

日ASEANスポーツ大臣会合 ASEANにおける女性のスポーツ実施率向上に関するコンセプトノート

• MINEPS VIのカザン行動計画における女性スポーツ
に関する記述の明記。

• 日本の主要スポーツ団体による「ブライトン・プラ
ス・ヘルシンキ2014宣言」への署名

• ラグビーワールドカップ2019及び2020年東京オリパ
ラムーブメントの促進。

• 多様な関係団体（国際連合やUN Women等）と連携
した、ジェンダー平等社会への貢献

背景

a. スポーツの重要性に関する認識の向上
b. ASEAN地域の女性の社会文化的な解釈や困難の特

定化
c. 地域レベルの女性スポーツ実施率向上やラグビー

ワールドカップ2019及び2020年東京オリパラムー
ブメントの促進。

d. ASEAN地域におけるスポーツ界のジェンダー平等
の実現及びスポーツを通じたジェンダー平等社会
への貢献

目的

• 女性アスリートの能力発揮やロールモデルとしての可視化（地域大会等を通じて）
• 女性のスポーツ実施に対するモチベーションの向上
• 女性のスポーツ参加促進のための、地域レベルのニーズの把握及び健康に関する課題の認識
• 女性にとって安全な施設やインフラの整備
• 地域レベルの競技大会の開催
• 女性指導者、審判、マネジメントスタッフの育成

活動



カザン行動計画の今後のフォローアップスケジュール

＜２０１８年＞

４月１５日～２０日 スポーツアコードコンベンション（バンコク）

４月２６日～２７日 CIGEPS（予定）

５月１７日～２０日 第７回世界女性スポーツ会議（ボツワナ）
IWG大陸別会議
カザン行動計画アクション４サイドミーティング

８月１８日～９月２日 第１８回アジア大会（ジャカルタ）

１０月頃（予定） 第２回日ASEANスポーツ高級実務者会合（ミャンマー）

＜２０１９年＞

８月頃（予定） SEA GAMES（フィリピン）

１０月頃（予定） 第２回日ASEANスポーツ大臣会合（フィリピン）

2017年11月に日本政府がCIGEPSメンバーに正式決定（MINEPS内の政府間委員会）。
UNESCO事務局から日本政府に対し、カザン行動計画アクション４の実行が期待され
ているところ。今後は大規模な国際競技大会や国際会議の場を活用したフォロー
アップを検討している。


